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　かじか荘下の貴志川で行われた「アユのつかみ
取り大会」。元気に泳ぐ鮎を追いかけ、網ですくっ
たり、素手でつかんだりと大はしゃぎの保育園児
たち。（８月４日 /貴志川漁業協同組合主催）
　　　　　　　　　　　　　　【５面に関連記事】
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◎
選
挙
に
よ
る
委
員 

 

　

大
家
紀
巳
雄
氏
（
小　

西
）

　

沼
田　

幸
雄
氏
（
津　

川
）

　

森
下　

宗
泰
氏
（
永　

谷
）

　

部
家　
　

豊
氏
（
花
野
原
）

　

桂
阪　

宜
和
氏
（
梅　

本
）

　

西
鳥　

裕
章
氏
（
桂　

瀬
）

　

峯
尾　

佳
伸
氏
（
松
ケ
峯
）

　

橋
本
清
次
郎
氏
（
柴　

目
）

　

楠
木　

殖
啓
氏
（
動　

木
）

　

森
谷　
　

一
氏
（
毛
原
上
）

　

東
尾　

堯
生
氏
（
南　

畑
）

　

山
本　

慶
一
氏
（
下
佐
々
）

　

新
田　
　

生
氏
（
福　

井
）

　

日
浦　

英
二
氏
（
奥
佐
々
）

　

赤
阪　

公
顯
氏
（
西　

野
）

　

曲
里　

哲
治
氏
（
長　

谷
）

　

北　
　

和
泰
氏
（
釜　

滝
）

　

中
尾　
　

登
氏
（　

谷　

）

　

堀　
　
　

修
氏
（
東　

野
）

　

宮
西　

幸
次
氏
（
蓑
津
呂
）

◎
議
会
か
ら
の
推
薦 

 

　

湯
谷　

絹
子
氏
（
松　

瀬
）

　

松
本　

京
子
氏
（
大　

角
）

　

上
北
よ
し
え
氏
（
円
明
寺
）

　

杉
野　

米
三
氏
（
福　

田
）

　
◎
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
推
薦 

　

吉
見　
　

收
氏
（
下
佐
々
） 

◎
農
業
共
済
組
合
か
ら
の
推
薦 

　

中
谷　

泰
造
氏
（
明　

添
） 

各当選者に柳瀬選挙管理委員会委員長より当選
証書が附与されました（8月3日・役場本庁）

鳥羽 一郎 長保 有紀

新
し
い
農
業
委
員
決
ま
る
!!

（
委
員
26
名
／
選
挙
20
名
・
推
薦
６
名
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
紀
美
野
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
７
月
28
日

に
告
示
さ
れ
、
選
挙
に
よ
る
20
名
が
無
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、

８
月
の
臨
時
議
会
で
選
出
さ
れ
た
議
会
推
薦
４
名
の
ほ
か
、
農
業
協
同
組

合
、
農
業
共
済
組
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　

な
お
、
任
期
は
平
成
21
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
８
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。 

選
挙
は
無
投
票
に

平成２１年度敬老会のお知らせ
　今年も、敬老の日がまいりました。紀美野町の高齢者の皆様のご長寿を
心よりお慶び申し上げます。
　来る９月５日（土）旧野上町地区・９月６日（日）旧美里町地区に区長
会、民生委員協議会、老人クラブ、その他各種団体の皆様のご協力を得て、
町主催による平成２１年度敬老会を開催します。
　＊平成２１年９月３０日で７５歳以上の方が対象です。
　＊敬老金の支給（きみの共通商品券）　
　　　７５歳以上　２, ０００円　　８０歳以上　　３, ０００円
　　　９０歳以上　５, ０００円　１００歳以上　１０, ０００円

紀美野町敬老会（旧野上町地区）

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
強化週間を実施します！

日　　時 平成２１年９月６日（日）～１２日（土）　
午前８時３０分～午後７時
（ただし、土・日曜日においては、午前１０時～
午後５時）

場　　所 和歌山地方法務局内人権相談室
電話番号 ０７３－４２２－５１６４

※ 相談は無料、秘密は厳守されます。人権擁護委員
が相談に応じますので、お気軽にご相談ください。

※ 詳しくは、和歌山地方法務局人権擁護課内和歌
山県人権擁護委員連合会（℡０７３－４２２－
５１３１）までお問い合わせください。　

場所：紀美野町中央公民館　大ホール
内容：式典
　　　演芸　歌謡：鳥羽　一郎　
　　　　　　歌謡：長保　有紀

日時：平成２１年９月５日（土）午後１時から
紀美野町敬老会（旧美里町地区）

場所：紀美野町文化センター　
内容：式典
　　　演芸　歌謡：鳥羽　一郎
　　　　　　歌謡：長保　有紀

日時：平成２１年９月６日（日）午後１時から
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１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）

９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
と
い

う
主
旨
と
、
こ
の
時
期
に
多
い

台
風
・
集
中
豪
雨
等
へ
の
心
構

え
を
含
め
て
、９
月
１
日
は「
防

災
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
東
南
海
・
南
海
地

震
等
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
な

か
、防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
被
害
の
軽
減
等
町
民
一
人
ひ

と
り
が
災
害
に
立
ち
向
か
い
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
を

持
ち
、
自
主
防
災
組
織
が
各
地

区
・
地
域
で
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

８
月
11
日
５
時
７
分
、
静
岡

県
駿
河
湾
を
震
源
地
と
す
る
震

度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
各

地
で
被
害
を
受
け
、
ま
た
、
台

風
の
影
響
に
よ
る
被
害
も
受
け

て
い
ま
す
。

　

各
自
主
防
災
組
織
で
訓
練
を

開
催
し
て
、
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
!!

　

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課
（
℡
４
８
９

―

５
９
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

　

７
月
22
日(

水)

午
前
、
紀

美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

「
日
食
を
楽
し
む
」
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
夏
最
大

の
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
に

４
０
０
名
あ
ま
り
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。

　

皆
既
日
食
が
起
き
る
場
所
か

ら
の
中
継
映
像
や
生
電
話
リ

ポ
ー
ト
な
ど
で
各
地
の
様
子
を

確
認
し
た
後
、
紀
美
野
町
で
最

も
大
き
く
欠
け
る
時
刻
に
あ
わ

せ
て
外
に
出
ま
し
た
。
見
上
げ

た
空
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り

空
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空

撮
も
、
雲
が
高
く
て
空
振
り
に

終
わ
り
ま
し
た
。
落
胆
の
色
が

広
が
り
始
め
た
頃
、
雲
間
か
ら

ほ
ん
の
一
瞬
、
大
き
く
欠
け
て

み
か
ん
の
房
の
よ
う
な
形
を
し

た
太
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
の
日
食
で
は
、
様
々

な
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次

回
は
、
３
年
後
の
金
環
日
食
で

す
。
お
楽
し
み
に
。

　
　
　
　
　
【
み
さ
と
天
文
台
】

昨年の訓練の模様（下佐々地区）

マシュー・ライトさん

大きく欠けた太陽（左上）が
雲間から一瞬見えた。

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
万
全
に
！

地　震　安全対策１０ヶ条
１　まずは身の安全を！
２　すばやく火の始末
３　戸を開けて出口の確保
４　火が出たらすぐ消火
５　あわてて外に飛び出さない
６　狭い路地・ブロック塀には近づかない
７　協力し合って応急救護
８　山崩れ、がけ崩れに注意
９　避難は徒歩で
10　正しい情報を聞く

台風シーズンに備えて
毎年９月は、台風が最も多く接近する月
です。台風情報に注意しましょう！

台風が来る前に

☆台風情報を注意深く聞きましょう。

☆窓や雨戸はしっかりとカギを掛けて、必要なら
ば外から板を打ち付けて補強しましょう。

☆懐中電灯、携帯ラジオ、衣類、非常食などをま
とめてリュックサックに入れて、すぐに持ち出
せるようにしておきましょう。
☆避難場所として指定されている所を確認しま
しょう。【防災マニュアルを参照ください。
 （平成 19 年４月に配布済）】
　　なお、町ホームページ（アドレスは、広報裏
面に記載）の防災情報で、町内における気象情
報や最新防災情報がご覧いただけます。

「
見
え
た
！
大
き
く
欠
け
た
太
陽
」

ALT（外国語指導助手）の紹介

　このたび、紀美野町へ外国語指導助手と
して来られたマシュー・ライトさんです。
　アメリカ出身で 25 歳になられたばかりで
す。マシューさんは、おもに野上中学校で
英語指導をしていただきます。
　日本に大変興味をもたれており、日本語
も話されます。皆さんどうぞよろしくお願
いします。
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第
４
回
き
み
の
夏
祭
り
が
８

月
15
日
、木
の
温
も
り
広
場（
紀

美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で

盛
大
に
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

午
後
４
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た

夏
祭
り
は
、ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
、

踊
り
や
和
太
鼓
演
奏
、
ゆ
か
た

ペ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
盆
踊
り
で
は

会
場
中
央
に
設
け
ら
れ
た
や
ぐ

ら
の
回
り
を
紀
美
野
音
頭
や
炭

坑
節
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
大
人

か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
元
気
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
実
行
委

員
会
で
企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー

や
夜
店
が
並
び
、
大
変
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
打
上
花
火
。
約
１
，
５
０
０

発
の
花
火
が
次
々
と
夜
空
を
飾

る
と
会
場
内
か
ら
は
、
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

関
係
各
団
体
、海
南
警
察
署
、

紀
美
野
町
消
防
団
第
11
分
団
、

交
通
指
導
員
の
方
々
に
は
特
別

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
）
　

８
月
に
奈
良
県
で
開
か
れ
た

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
で
慶
風
高
校
テ
ニ

ス
部
が
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
見
事

３
位
に
輝
き
、
同
シ
ン
グ
ル
ス

で
も
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
す

な
ど
大
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。永井陽子選手（３年）［左］

岡崎恵美選手（３年）［右］
大坪慧美選手（１年）

イ
ベ
ン
ト
と
花
火
で

　
　
　
　
　

観
客
を
魅
了
!!

第
４
回 

き
み
の
夏
祭
り　

盛
大
に
開
催

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で

平
成
21
年
度

  

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

見
事 

３
位
に
輝
く
!!

慶
風
高
校
テ
ニ
ス
部

■
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

■
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８

＝
夏
祭
り
に
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
＝
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セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾
が
、

指
定
管
理
者
制
度
で
ス
タ
ー
ト
し

て
早
や
５
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
夏
休
み
は
お
陰
さ
ま
で
大
賑

わ
い
で
し
た
が
、
お
客
さ
ん
だ
け

じ
ゃ
な
く
頼
も
し
い
助
っ
人
が
３

人
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

｢

田
舎
で
働
き
隊｣

の
藤
田
く

ん
は
、
農
村
活
性
化
人
材
育
成
派

遣
支
援
モ
デ
ル
事
業
に
よ
っ
て

未
来
塾
に
派
遣
、｢

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ｣

の
前
西
さ
ん
は
、就
業
・

就
労
体
験
で
、
そ
し
て｢

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア｣

参
加
の
長
谷
川
く
ん
で

す
。
清
掃
や
布
団
の
上
げ
下
ろ
し

か
ら
、
館
内
や
遊
歩
道
の
修
繕
ま

で
普
段
出
来
て
い
な
い
こ
と
も
進

ん
で
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加

の
趣
旨
・
形
態
が
異
な
る
３
人
が
、

一
緒
に
汗
を
か
き
な
が
ら
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
精
一
杯
の
お
も

て
な
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
毛
原
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
（
14
名
）
が
、「
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
た
め

に
な
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
公
衆

ト
イ
レ
の
掃
除
と
ご
み
拾
い
を
し

ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
毎
年
夏
休
み
に
自

主
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
８
月
３
日
、
４
日
と
一
泊
二
日

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
、

学
校
の
環
境
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
教
室
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
行
い
、

２
日
目
は
、
長
谷
、
毛
原
宮
、
大

門
橋
方
面
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
生
徒
た
ち
は
、
少
し

で
も
美
し
く
し
よ
う
と
公
衆
ト
イ

レ
の
便
器
を
磨
い
た
り
、
空
き
缶

や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
を
一
生

懸
命
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
、
暑
い
中
、
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

７
月
29
日
、
第
４
回
シ
ル
バ
ー

交
通
安
全
大
学
が
「
交
通
セ
ン

タ
ー
」
と
「
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
」

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
13
名
は
、
交
通
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、（
財
）
和
歌
山

県
交
通
安
全
協
会
か
ら
説
明
を
受

け
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
し
、
ま
た
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー

で
は
、
交
通
の
流
れ
を
総
合
的
に

把
握
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
ド
ラ

イ
バ
ー
に
提
供
す
る
仕
組
み
に
つ

い
て
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
は
、

本
年
４
月
に
開
校
し
、
今
月
21
日

か
ら
始
ま
る
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
に
５
回
目
の
講
義
を

実
施
し
た
後
、
閉
校
式
を
行
う
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
夏
の
こ
と
は
、
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
未
来
塾
に
と
っ
て
も
大
い

に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

３
人
が
こ
こ
紀
美
野
町
で
交
わ
る

こ
と
も
、
と
て
も
意
義
が
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
町

内
に
残
っ
た
り
、
再
度
来
る
予
定

が
あ
っ
た
り
で
、
３
人
と
も
今
回

で
終
わ
り
で
な
い
の
が
嬉
し
い
限

り
で
す
。
そ
し
て
、
紀
美
野
町
の

こ
と
を
ま
る
で
自
分
達
の
こ
と
の

よ
う
に
考
え
て
く
れ
る
彼
ら
の
存

在
は
、
な
に
よ
り
も
励
み
に
な
り

ま
す
。

　

｢
気
軽
に
利
用
で
き
、
楽
し
い

場
所｣
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾

へ
町
内
の
皆
さ
ま
も
、是
非
一
度
、

見
に
来
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

〜
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾 

指

定
管
理
者
の
「
げ
ん
き
未
来
塾
」

平
井
二
嗣
さ
ん
よ
り
〜

　

８
月
４
日
、
か
じ
か
荘
下
の
貴

志
川
で
貴
志
川
漁
業
協
同
組
合

（
竹
内 

隆
組
合
長
）
主
催
の
「
ア

ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会
」
が
行
わ

れ
、
町
内
４
保
育
所
の
年
長
児

（
64
名
）
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
子
ど
も
た

ち
に
鮎
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
川
に

張
っ
た
網
の
中
へ
鮎
を
放
流
。
園

児
た
ち
は
、
元
気
に
泳
ぐ
鮎
を
追

い
か
け
、
網
で
す
く
っ
た
り
、
素

手
で
つ
か
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
つ
か
み
取
り
の
後
、

同
組
合
が
用
意
し
た
鮎
の
塩
焼
き

を
み
ん
な
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
夏
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

アユをつかみ、大喜びの園児

公衆トイレの掃除をする生徒たち

運転シミュレーションを体験する受講者

左より藤田氏、前西氏、長谷川氏

が
ん
ば
れ
！

　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾

地
域
の

　

清
掃
活
動
を
行
う

長
谷
毛
原
中
学
校

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　

体
験
!!

課
外
講
義
を
実
施

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
に

　
　

大
は
し
ゃ
ぎ
!!

町
内
の
園
児
の
皆
さ
ん
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海
南
保
健
所
だ
よ
り

事業名 対象・内容等 日　時
健康相談 健康診断書の作成

一般健康相談
９月　８日（火）　１４：００～１６：００
＊第４火曜日は祝日によりお休みです

エイズ検査 エイズの各種相談 ９月　８日（火）　１４：００～１６：００
＊第４火曜日は祝日によりお休みです

検便 ９月　８日（火）　１４：００～１６：００
＊第４火曜日は祝日によりお休みです

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

９月　３日（木）　１４：００～
９月　９日（水）　　９：００～
９月１７日（木）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登
録手続きを行います。

９月　８日（火）　１５：００～１６：００
＊第４火曜日は祝日によりお休みです
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：００～１７：００

教室名 日　　時 場　　所
コアラ ９月　９日（水）９：３０～１１：３０ 総合福祉センター（ボール遊び）
カンガルー ９月２９日（火）９：３０～１１：００ 総合福祉センター（プレイルーム）

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

子育て支援センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

９月の日程　
■場　所：総合福祉センター  ２日、９日、１６日、３０日　（いずれも水曜日）
■時　間：午前９時～１１時

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

★遊びの教室のご案内

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○第一保育所：９月　１日（火）・１５日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：９月１４日（月）・２８日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：９月　４日（金）・１８日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：９月２日（水）・１６日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：９月９日（水）・３０日（水）℡４９９－０１３１

〈お申込みは、子育て支援センター　℡489-9711まで〉※留守の場合は、第二保育所

献血のお知らせ
９月３日（木）

１０：００～１２：００　紀美野町役場美里支所
１３：３０～１６：００　野上厚生総合病院

９月２０日（日）

１０：００～１２：００　動物愛護センター
１３：００～１６：００
※その日の健康状態や服薬等により、
　献血できない場合があります。

地域サロンが、各地区に広がっています !!
　町では、身近な地域で、健康づくり、介護予防、仲間づくり、
生きがいづくりなどを目的に、老若男女を問わずみんなが気軽に
楽しく集える場所として、地域サロンづくりをすすめています。
現在開かれているサロンでは、それぞれ自分たちの特色を出しな
がら、右記のような内容を行ない、いきいきと楽しい時間を過ご
されています。みなさんの地域でも、気の合う仲間とサロンづく
りを始めてみませんか？興味のある方は、下記にご相談ください。

今、開かれているサロン名と、地区名
☆憩いの部屋「西野」（西野地区）☆みかんの会（大藪地区）

☆和
なごみ 

の会（長谷宮地区）              ☆コスモス会（東野地区）
内容
尿検査・血圧測定・健康相談・手芸・調理実習・食事会・健康の講話・花見・
忘年会などを、自分たちで計画し、自分たちでサロンをすすめています。

これからサロンを始める地区名
☆毛原宮地区は、９月２８日（月）から長谷毛原健康センターで始める予定です。
　 また、現在サロンを始めるために、調整中の地区もあります。お問い合わせ先　保健福祉課　ＴＥＬ４８９－９９６０
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障がい者巡回相談のお知らせ

お問い合わせは保健福祉課まで（℡ 489 － 9960）

健康づくりコーナー

９月１０日から１６日は
自殺予防週間です。 海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下

記のとおり実施します。「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用
の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさま
ざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行
います。巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
（家庭訪問も行います。）なお、巡回相談日以外でも、相談に応じていますので、
下記事業所までご連絡ください。

対　象　者 精神障がいの方・
家族の方

身体障がいや知的障がいの方・
家族の方

月　日 9月1日（火） 9月 16 日（水）

場　所
時　間

・美里支所
　9 時 30 分～正午
・総合福祉センター
　13 時 30 分～16 時

・美里支所　
　9時 30 分～正午
・総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

予　約　先
野上厚生病院内
相談支援事業所
℡  489－2908

療育センターＡ
あ お い

ＯＩ
℡  483－ 0454

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内

■国保特定健診対象者：40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。
　検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～
【平成21年度の集団健診日程】申込みは保健福祉課まで！

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん 
検診

大腸がん
検診

肺がん 
検診

乳がん 
検診

子宮がん
検診

11月 29日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

～ご注意下さい～
医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保
特定健診・がん検診）を受けられる場合、事前に医療
機関に連絡してから、お受け下さい。
尚、胃がん検診（バリウム検診）は朝食を摂られた場合、
検査できませんので、ご注意下さい。

※上記以外にも、医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保特定健診・がん検診）
や、国保被保険者の方は国保人間ドック・脳ドック・歯科検診等もご利用いただけます。

詳細は保健福祉課までお問合せください。保健福祉課：℡４８９－９９６０（総合福祉センター内）

後期高齢者健康診査自己負担費
（６００円）助成のお知らせ
（後期高齢者健康診査を受診される方へ）
　後期高齢者健康診査（和歌山県後期高齢者医療広域連合か
ら案内通知あり）を申し込みをされ、受診された方に対し、
当町では自己負担費（６００円）を助成致します。

★海南市、紀美野町の医療機関で受診される場合は無料と
なります。
★海南市、紀美野町以外の医療機関で受診される場合は医療
機関の窓口で立替払いをしていただき、紀美野町役場保健
福祉課で払い戻しの手続きをして下さい。（郵送でも可）

＊払い戻しに必要なもの（海南市、紀美野町以外で受診さ
れる場合）
①申請書　　振込み口座番号（郵便口座不可）、押印が必要
②医療機関発行の領収書原本（健診を受けた方の氏名、受
診年月日、領収金額、領収印、医療機関名が明記されて
いるもの。レシートは不可です。）
●払い戻し申請は健診後６ヶ月以内に行って下さい。（以降
は無効）

　平成１０年以降、自殺者数が増加し、全国
で年間３万人の方が命を失っています。自殺
の動機、原因として最も多いのが ｢健康問
題 ｣、次いで「経済・生活問題」です。自殺
を考えている人は自分から相談することは少
ないが、悩みを抱えながらもサインを発して
います。地域で見守り、支えあい、こころの
つながりを広めましょう。

自殺予防のための行動～３つのポイント～
①気づき・・・周りの人の悩みに気づき、
　　　　　　　耳を傾ける。

②つなぎ・・・早めに専門家に相談するよう
　　　　　　　促す。

③見守り・・・温かく寄り添いながら、
　　　　　　　じっくり見守る。

申請先・問い合わせ先　 
紀美野町役場 保健福祉課 ℡ 489－9960

 

ヘルシー料理にチャレンジ！
（料理教室 Part.13）

 

※栄養士の山野です。

同じ具材でも、調理法でヘルシーに！
ヘルシー料理のコツ！お教えします！

日  時 ９月２９日（火）
午前９時３０分～昼食終了まで

場  所 総合福祉センター（調理実習室）

内  容 調理実習と講話
「エクササイズで内臓脂肪を燃やそう！」

持ってくる物 エプロン、三角巾、持ち帰り用容器

参加費 ２００円

定　員 ２０名

申し込み
締め切り

９月２４日（木）※但し、申込者多数の場合は抽選
により決めさせていただきます。

申込み先 保健福祉課（電話４８９－９９６０）

　メタボが気になる方も、健康体を維持したい方
も、もっと健康になりたい方も、まずは『望まし
い食習慣』を身につけることが一番！
　　　　　健康になれる食事や食習慣について、
　　　　　　　　みなさん一緒に学びましょう。
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定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は

平
成
21
年
９
月
24
日（
木
）で
す
。

　

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別

手
当
の
申
請
期
限
は
９
月
24
日
（
必

着
）
で
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類
と
と
も
に
お

早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
書

の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
定
額
給
付

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
を
な
く
さ
れ
た
方

や
申
請
書
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

は
、
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

定
額
給
付
金

　

総
務
課　

℡
４
８
９―

２
４
３
０

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　
保
健
福
祉
課　

℡
４
８
９―

９
９
６
０

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
療
養
費
制
度
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
世
帯
内
の
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
の
方
全
員
が
、
１

年
間
（
毎
年
８
月
〜
７
月
末
）
に
お

支
払
い
さ
れ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
を
計
算
し
、
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

分
が
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。

平
成
21
年
度
の
支
給
要
件
・
支
給
額

　

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方
全
員
が
、
平
成
20
年
８
月

〜
21
年
７
月
末
に
お
支
払
い
さ
れ
た

医
療
保
険
・
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
が
次
の
基
準
額
を
超
え
る
場
合

に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま

す
。（
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年

７
月
末
の
16
ヶ
月
間
の
自
己
負
担
額

が
、
次
の
カ
ッ
コ
内
の
基
準
額
を
超

え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
た
額
と

本
来
の
支
給
額
を
比
べ
、
大
き
い
額

を
支
給
し
ま
す
。）

　

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の

方
に
は
、
12
月
頃
に
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

紀
美
野
町
役
場

　

住
民
課

　
　

℡
４
８
９―

５
９
０
３　
　

　

保
健
福
祉
課

　
　

℡
４
８
９―

９
９
６
０

多段階免除・若年者納付猶予制度の申請について
　国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は必ず加入し、保険
料を納付していただく必要がありますが、納付が困難なとき
は保険料の免除を申請することができます。
　保険料の免除は、本人・配偶者・世帯主の全員の前年の所
得がそれぞれ一定の基準以下の必要があります。３０歳未満
の方には、世帯主の所得に関わらず本人と配偶者の前年の所
得がそれぞれ全額免除と同じ基準以下であれば承認される若
年者納付猶予制度があります。
　免除期間と若年者納付猶予期間は、いずれも最低２５年必
要な老齢年金の受給資格期間に算入されます。

国庫負担割合を１／３から１／２へ引き上げ
　現行では国民年金の給付（基礎年金）の財源は保険料が２
／３、国庫（税）負担が１／３となっていましたが、平成
２１年４月分以降は、保険料負担が将来過重なものとならな
いように、また「基礎年金」の安定的な財源確保のため、国
庫（税）負担が１／２に引き上げられました。
　これに伴い、免除期間にかかる老齢基礎年金の計算は、次
のとおりになります。

所得区分 ７０歳以上
現役並み所得者 ６７万円（８９万円）

一般 ５６万円（７５万円）
低所得者Ⅱ ３１万円（４１万円）
低所得者Ⅰ １９万円（２５万円）

所得区分 ７０歳未満
上位所得者 １２６万円（１６８万円）
一般 ６７万円（８９万円）

町民税非課税世帯 ３４万円（４５万円）

○全額免除期間 平成２１年３月以前　→　１／３月として計算
平成２１年４月以降　→　１／２月として計算

○３／４免除
　（１／４納付）

平成２１年３月以前　→　１／２月として計算
平成２１年４月以降　→　５／８月として計算

○半額免除
　（半額納付）

平成２１年３月以前　→　２／３月として計算
平成２１年４月以降　→　３／４月として計算

○１／４免除
　（３／４納付）

平成２１年３月以前　→　５／６月として計算
平成２１年４月以降　→　７／８月として計算

○若年者納付猶予…計算されません

※一部免除の承認を受けた方は、残りの保険料を納付しなければ全額未納
と同じとなります。必ず納付してください。

有害鳥獣捕獲の実施について
　紀美野町では、野生鳥獣による農作物や生活環境等への被害が増大しているため、有害鳥獣捕獲許可を出し、有害鳥獣捕獲事業を実
施しています。有害鳥獣捕獲許可は、鳥獣被害のための自衛策をとっても食い止められない場合に、最終手段として行政で実施できる
ことと法律で定められており、農林家・施設管理者等からの被害報告に基づき、町長より許可を受けた捕獲員が、指定された鳥獣を許
可期間内に捕獲するもので、通常の狩猟とは別のものです。なお有害鳥獣捕獲時のわなや銃器の使用にあたっては、事故等のおこらぬ
ように細心の注意を払って実施することと捕獲員への周知を図っているところですが、地域住民の皆様におかれましても、捕獲用のわ
な等には、十分に気をつけてください。

有害鳥獣捕獲許可等実施状況
対象鳥獣 捕獲区域 捕獲期間 捕獲方法 捕獲員
野生イノシシ

町内全域 平成２１年　７月１９日から
平成２１年１０月１６日まで

銃器・
檻・わな

紀美野町
猟友会野生シカ

カラス 長谷毛原
地区

平成２１年　８月１３日から
平成２１年　９月１１日まで 銃器 猟友会所属

指定従事者

【お問合せ先】紀美野町役場　産業課　℡４８９－５９０１　　美里支所　産業・建設室　℡４９５－３４６２

有害鳥獣捕獲に係る補助金交付額表

野生イノシシ
野生シカ

銃器 10,000円

捕獲檻 6,000円

くくりわな 6,000円

カラス 銃器 2,000円

＊年金相談のお知らせ＊
日時　９月３０日（水）　午前１０時　～　午後３時
場所　紀美野町役場・美里支所　３階会議室
年金相談は予約できます。
また、代理の方がお越しの場合は委任状が必要になります。
事前にお問い合わせください。
問い合わせ　　　住民課国民年金係　　　℡４８９－５９０３
　　　　　　　　美里支所住民福祉室　　℡４９５－３４６４
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職業訓練生の
募集

紀美野町コミュニティバス「ふれあい号」
平成２１年１０月１日（木）から運行経路・ダイ
ヤを変更します。

平成２１年度浄化槽設置希望者の追加募集
　平成２１年度浄化槽設置補助金について、予定基数に若干
余裕がありますので、追加募集します。平成２２年３月末ま
でに完了できる方に限ります。
　また、その他補助条件等、詳細は下記までお問い合わせ下
さい。

就職に有利な専門的知識
や技能を習得します。

国木原・長谷線 １便減、一部時刻変更
小川線 １便減（水曜日は除く）、一部時刻変更、停

留所「野上小学校」を設置
真国・志賀野線 一部時刻変更
三尾川･上ヶ井・
箕六線

運行日の変更（月・水・金曜日のみ運行）、
朝１便を厚生病院まで乗り入れ、一部時刻
変更

高野線 一部時刻変更
永谷線 新設（火・木曜日のみ運行）

※詳しくは、新しくお配りいたしま
した運行経路図・運行時刻表をご
覧ください。
　お問い合わせ先　紀美野町役場
　総務課　℡ 489-2430

補助金額 ５人槽　　　　　　382,000円
６～７人槽　　　　464,000円
８～５０人槽　　　598,000円

受付期間 追加募集ですので受付は先着順です。
予定基数に達し次第締め切らせていただきます。

問い合わせ先 紀美野町役場　建設課　下水道係
℡489-5904（直通）

｢秋のふれあいハイキング｣参加者募集！
―旅する蝶“アサギマダラ”を求めて－

主　催 紀美野町青少年育成町民会議
野上スポーツクラブ

開催日 平成２１年１０月１１日（日）雨天中止
コース 煙樹ヶ浜→アメリカ村→西山山頂→産湯海岸（予定）

約１２kｍ
集　合 紀美野町役場駐車場　午前８時３０分
持ち物 弁当などハイキングに必要なもの 
申込み ９月１０日 (木 ) より９月２５日 (金 ) までに紀美

野町青少年センターに電話でお申し込みください。
（℡ ０７３－４８９－５９０９）
なお、バス輸送の関係上先着１００名までとします。

その他 ・小学３年生以下は保護者同伴でお願いします。
・西山山頂付近で、南西諸島などへ旅立つ“アサギ
マダラ”という小さな蝶を見つけたいと思います。

・参加費1,000円（小・中学生は無料）

やすらぎ園職員募集
職種 募集人数 募集条件
看護師 若干名 看護師免許を有する人

試験など
（予定）

試験内容等の詳細につきましては、受験申
込者におって、通知します。

勤務地 海草郡紀美野町下佐々１４０８番地７　
特別養護老人ホームやすらぎ園

申込方法 履歴書A4（市販のもの・写真添付）と資
格証明書の写しを添付し提出して下さい。

勤務条件 早出（8:00－ 17:00）・日勤（9:00－
18:00）・遅出（10:00-19:00）土日、
祝祭日勤務が可能な人

申込期間 9月 1日（火）～9月30日（水）（8時
30分～17時 30分の間にやすらぎ園事
務局にて受け付けます。）郵送（必ず簡易書
留とすること）の場合は、9月30日（水）
までの消印は有効です。

申し込み・
問い合わせ

〒640-1121　海草郡紀美野町下佐々
1408番地７　海南海草老人福祉施設事務
組合　特別養護老人ホームやすらぎ園　事
務局（℡073-489-3631）

平成２１年度和歌山県下水道排水
設備工事責任技術者資格認定試験
主催 日本下水道協会和歌山県支部
試験日 平成２１年１１月１５日（日）
試験会場 （和歌山駅前）ＪＡビル（１１月１日同会場

にて希望者に受験講習を実施）
申込書配布期間 ９月７日（月）～９月１１日（金）まで
申込書受付期間 ９月１４日（月）～９月１８日（金）まで
申込書配布・
受付・
問い合わせ先

紀美野町　建設課 ：℡ 489-5904（直
通）又は日本下水道協会和歌山県支部℡ 
073-435-1093
※申込書配布は県庁下水道課、県下水道公
社及び各振興局でも実施しています。

高校生と一緒に中国語を学びませんか
期間 10月 14日から平成22年３月17日ま

で（毎週水曜日　午後３時20分より５時
10分まで）

講師 山口博子
大阪市立大学大学院卒業、上海復旦大学留
学。現在、大阪市立大学で中国語応用を教
えています

費用 テキスト代　2,000円程度
募集人数 10名程度 募集締切 ９月11日まで
申込・問い合わせ先 大成高校　℡ ０７３－４８９－２０６９

募集訓練科・
訓練期間　　

・電気設備科　　平成21年11月４日（水）～22年４月27日（火）【６ケ月】
・ＣＡＤ製図科　平成21年11月４日（水）～22年１月29日（金）【３ケ月】

募集期間 平成21年９月11日（金）～10月９日（金）
受講料 無料（但し、テキスト代等は自己負担）　
問い合わせ先 独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター訓練課　 ℡ 073-461-5649



2009・9 10

■
展
示
会
（
中
央
公
民
館
）

10
月
31
日
（
土
）・
11
月
１
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

11
月
２
日
（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
出
品
内
容
）
一
人
２
点
ま
で

・
洋　

画　

15
号
ま
で

・
日
本
画　

10
号
前
後

・
写　

真　

半
切
、
全
紙

・
書　

道　

条
幅
（
床
掛
軸
以
内
、
屏

風
つ
い
た
て
不
可
）
10
号

ま
で
は
ガ
ラ
ス
額
縁
可
。

・
そ
の
他　

工
作
、
手
芸
類
（
大
き
い

作
品
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
）

●
申
込
締
切
り　

９
月
30
日
（
水
）

※
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
、

お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
芸
能
大
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

11
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
申
込
締
切
り　

９
月
30
日
（
水
）

■
児
童
生
徒
発
表
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

10
月
31
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
申
込
締
切
り　

９
月
30
日
（
水
）

■
茶
席

中
央
公
民
館

10
月
31
日
（
土
）・
11
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
問
合
せ

詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
ま
で
。

　

毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
多
く
の
皆
様

か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ

中
央
公
民
館
ま
で
。

（
電
話　

４
８
９―

５
９
１
５
）

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

■
大
成
高
校
図
書
館

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

大
成
高
校
の
図
書
館
を
運
営
し
て
い
た
だ

く
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
自
分
た
ち
で
、

企
画
・
運
営
等
を
し
、
素
敵
な
図
書
館
を
一

緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

経
験
等
は
問
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会 

■
期
日

９
月
３
日
（
木
）

午
後
６
時
〜
午
後
６
時
50
分

９
月
17
日
（
木
）

午
後
６
時
〜
午
後
６
時
50
分

■
場
所　

大
成
高
校
図
書
館

■
申
込
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館

大
成
高
校

（
電
話　

４
８
９―

２
０
６
９
）

■
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

12
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午
に
ふ

れ
あ
い
公
園
周
辺
で｢

第
４
回
紀
美
野
ふ
れ

あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会｣

を
開
催
し
ま
す
。
県

内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
来
ら
れ
ま
す
。
そ
の

際
、
各
種
案
内
、
安
全
管
理
な
ど
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
４
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会　

参
加
者
募
集
！

　

10
月
12
日
（
祝
）、
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

に
て
、第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
12
日
（
祝
）

開
会
式　

午
前
９
時

■
種
目　

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ペ
タ
ン
ク

■
参
加
資
格

　

各
種
目
小
学
生
以
上
で
健
康
な
方

■
参
加
申
込

９
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
書
に
ご
記

入
の
上
、
中
央
公
民
館
又
は
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
。

■
賞
に
つ
い
て　

優
勝
・
準
優
勝
・
参
加
賞

※
開
催
要
項
・
申
込
書
は
中
央
公
民
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
・
長
谷

毛
原
出
張
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

紀
美
野
町
文
化
祭

　

作
品
・
出
演
募
集
!!

第４回第
４
回
紀
美
野
町
文
化
祭
を
10
月
31
日（
土
）〜
11
月
２
日（
月
）

ま
で
中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
、生
涯
学
習
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
？
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放
課
後
子
ど
も
教
室

■
中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

２
・
９
日　

お
り
が
み
で
遊
ぼ
う

16
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

30
日　

カ
プ
ラ
で
遊
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

２
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

９
日　

あ
ん
ご
う
遊
び
を
し
よ
う

16
日　

い
ろ
ぞ
め
を
し
て
み
よ
う

（
材
料
あ
つ
め
）

30
日　

い
ろ
ぞ
め
を
し
て
み
よ
う

■
小
川
地
区
公
民
館

４
・
18
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と
人
形
劇
（
ひ
ま
わ
り
の
た

ね
の
皆
さ
ん
）

「
望
遠
鏡
が
見
つ
け
た
星
ぼ
し

〜
海
王
星
・
木
星
の
衛
星
〜
」

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
特
別
企

画
。
３
日
連
続
の
初
日
は
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
林
准
教
授
（
国
立
天
文
台
ハ

ワ
イ
観
測
所
）
の
講
演
と
望
遠
鏡

工
作
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

９
月
20
・
21
・
22
日

■
時
間　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み　

事
前
申
込
必
要

　
（
各
日
先
着
25
名
）
天
文
台
へ

■
対
象　

20
日　

シ
ル
バ
ー

21
日　

女
子
中
高
生

22
日　

そ
の
他
一
般

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

＆
音
楽
祭
の
ご
案
内

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

に
て
９
月
18
日
（
金
）・
19
日
（
土
）

に
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
な
お
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町

興
し
企
画
「
真
国
宮
芸
術
の
郷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
生

徒
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
て
い

ま
す
。

■
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
18
日
（
金
）
午
後
６
時
〜

●
出
演
者

・
斉
藤 

光
晴
（
フ
ル
ー
ト
）

　

東
京
都
出
身

・
西
島 
麻
子
（
ピ
ア
ノ
）

　

和
歌
山
県
出
身

■
音
楽
祭　
　
　
　
　
　
　

９
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
出
演
者

・
弓
庭 

規
生
（
お
か
げ
様
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
・
リ
ー
ダ
ー
）

　

紀
美
野
町
出
身

・
尾
上 

利
香
（
オ
ペ
ラ
歌
手
）

・
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学

校
生
徒
（
音
楽
活
動
の
発
表
）

■
場
所

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
料
金　

無
料

（
但
し
出
店
で
の
飲
食
等
は
有
料
）

■
問
合
せ

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

　
（
電
話　

４
９
７―

９
１
１
１
）

図
書
室
だ
よ
り

お
は
な
し
会

■
中
央
公
民
館

９
月
16
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

９
月
２
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

二
川 

裕
理
（
第
一
保
）

松
本
紗
也
加
（
下
小
１
年
）

樋
瀬 

翔
希
（
下
小
２
年
）

岩
根 

愛
梨
（
下
小
２
年
）

【
二
百
冊
】

佐
野 

愛
梨
（
第
二
保
）

調
月 

佑
美
（
野
小
２
年
）

【
三
百
冊
】

古
田 

彩
乃
（
下
小
５
年
）

【
四
百
冊
】

幡
司 

め
い

（
第
一
保
）

【
五
百
冊
】

桑
添
眞
里
奈

（
野
小
５
年
）

「
お
月
見
会
」
の
ご
案
内

■
期
日　

10
月
３
日
（
土
）

■
時
間　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加
費　

200
円
（
お
茶
代
）

　

今
年
の
お
月
見
会
は
、
県
民
文
化
会
館

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

新刊紹介
■中央公民館

・「骸骨ビルの庭　上｣ 宮本 輝・著
・「骸骨ビルの庭　下｣ 宮本 輝・著
・｢終の住処（すみか）｣ 磯崎 憲一郎・著
・｢へこたれない｣　 鎌田 實・著
・｢罪深き海辺 ｣ 大沢 在昌・著
・｢どうぶつのあかちゃんうまれた｣

鈴木 まもる・著
・｢ぼくのかえりみち｣　 ひがし ちから・著
・「かいけつゾロリきょうふのちょうとっきゅう」

原 ゆたか・著
・「特急おべんとう号」 岡田 よしたか・著
・「つみきのいえ」 平田 研也・著
・「ちょうになったぞう」 佐々木 マキ・著

■文化センター
・「植物図鑑」 有川 浩・著
・「家族」 小杉 健治・著
・「アントキノイノチ」 さだ まさし・著
・「緋色からくり」 田牧 大和・著
・「毎日食べたいみんなのプリン」

大越 郷子・著
・「へんしんクイズ」 あきやま ただし・著
・「やいたやいた」 みやにし たつや・著
・「おおなべこなべ」 森山 京・著
・「転校生は、ハリウッドスター」

ジェン・キャロニタ・著

■
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
骸
骨
ビ
ル
の
庭　

上
」　

宮
本 

輝

　

住
人
た
ち
を
立
ち
退
か
せ
る
た

め
、
八
木
沢
省
三
郎
は
管
理
人
と
し

て
骸
骨
ビ
ル
に
着
任
す
る
。そ
こ
は
、

戦
後
、
二
人
の
青
年
が
子
供
た
ち
を

育
て
た
場
所
だ
っ
た
。
食
糧
に
も
事

欠
き
、
庭
で
野
菜
を
作
り
な
が
ら
、

彼
ら
は
命
を
賭
し
て
子
供
た
ち
と
生

き
た
。
成
人
し
て
も
な
お
ビ
ル
に
住

み
続
け
る
か
つ
て
の
子
供
た
ち
と
、

老
い
た
育
て
の
親
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
の
軌
跡
と
断
ち
切
れ
ぬ
絆
が
八
木

沢
の
心
を
動
か
す
。
す
べ
て
の
日
本

人
が
忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
。
現
代
人

が
失
っ
た
純
粋
な
生
き
方
が
、
今
、

鮮
や
か
に
甦
る
・
・
。

「
終
の
住
処
（
す
み
か
）」磯崎 

憲
一
郎

　

妻
は
そ
れ
き
り
11
年
、
口
を
き
か

な
か
っ
た
・
・
。
芥
川
賞
受
賞
作
。

「
へ
こ
た
れ
な
い
」　　
　

鎌
田　

實

　

つ
ら
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が

あ
っ
た
時
、
生
き
る
の
が
イ
ヤ
に

な
っ
た
時
、「
へ
こ
た
れ
な
い
」
と

口
ず
さ
ん
で
み
よ
う
。
あ
な
た
が
気

づ
い
て
い
な
い
、
あ
な
た
の
内
に
あ

る
、眠
っ
て
い
た
力
が
よ
み
が
え
る
。

信
じ
て
い
い
。「
へ
こ
た
れ
な
い
」

と
い
う
魔
法
の
言
葉
を
。

「
つ
み
き
の
い
え
」　　

平
田 

研
也

　

海
の
な
か
に
落
と
し
物
を
と
り

に
。
世
界
中
の
子
供
と
大
人
が
感
動

し
た
ア
ニ
メ
を
絵
本
に
し
ま
し
た
。

ア
ヌ
シ
ー
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
最
高
賞
ア
ニ
メ
の

絵
本
。

「
ち
ょ
う
に
な
っ
た
ぞ
う
」

佐
々
木 

マ
キ

　

き
れ
い
な
ち
ょ
う
に
な
り
た
い
ぞ

う
。
ち
ょ
う
に
な
り
た
い
ぞ
う
っ
て

５
回
と
な
え
て
パ
ッ
と
め
を
あ
け
た

ら
・
・
・
。
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元
サ
ッ
カ
ー
選
手
、
来
町
!!

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
四
十
一

　

回
文
物
語
（
そ
の
３
）

「
接
待
は
タ
ブ
ー
」
の
巻

町
史
編
纂
室　

森
下　

誠

　

昔
の
税
は
基
本
的
に
米
で
上
納

し
ま
す
。
江
戸
後
期
に
な
る
と
お

金
で
収
め
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た

よ
う
で
す
が
、
税
額
は
田
畑
の
実

態
を
見
て
あ
く
ま
で
米
高
で
算
定

す
る
の
が
原
則
で
し
た
。
災
害
で

田
畑
が
荒
れ
る
と
そ
の
分
減
税
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
高
野
山
領

で
は
そ
の
つ
ど
実
地
調
査
で
あ
る

「
荒
所
見
分
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
秋
の
収
穫
前
に
米
の
で
き

ば
え
を
調
べ
る
「
毛
見
」、
こ
の

二
つ
の
調
査
は
村
方
に
と
っ
て
は

大
事
な
行
事
で
し
た
。
高
野
山
方

は
あ
ま
り
減
免
を
認
め
た
く
な
い

し
、
村
方
は
少
し
で
も
年
貢
を
軽

く
し
た
い
、
双
方
の
思
惑
を
め

ぐ
っ
て
の
駆
け
引
き
が
古
文
書
に

残
っ
て
い
ま
す
。

「
囲
碁
サ
ー
ク
ル
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
長　

居
森
光
義

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

　

囲
碁
サ
ー
ク
ル
は
文
字
通
り
囲
碁
愛
好
者
の
集
ま
り
で
す
。
活
動
は

毎
月
第
一
、三
日
曜
日
に
中
央
公
民
館
和
室
で
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

間
で
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
と
い
っ
て
も
大
層
な
も
の
で
は
な
く
、
都

合
の
良
い
時
間
に
来
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
対
局
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
春
秋
の
２
回
、
広
く
一
般
の
方
か
ら
も
参
加
者
を
募
集
し
て
大

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
は
、
町
外
か
ら
も
多
数
の
参
加
を
い

た
だ
い
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
囲
碁
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
興
味
が

あ
る
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
部
員
が
手
ほ
ど
き
致
し

ま
す
。（
保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　

８
月
８
日
（
土
）
に
ス
ポ
ー

ツ
公
園
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｓ
カ
ッ
プ

２
０
０
９ 

ｉ
ｎ 

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

（
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
と
サ
ッ

カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
開
催
さ
れ

ゲ
ス
ト
と
し
て
元
日
本
代
表
の
福

西
選
手
と
元
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
の
阿
部
選
手
が
来
町
さ
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
、
初
め
て
会
う

選
手
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
一
緒

に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

成
人
式
の
ご
案
内

　

庄
屋
な
ど
の
村
役
人
連
中
は
当
然

「
な
に
ぶ
ん
お
手
柔
ら
か
に
・
・
」

と
ひ
た
す
ら
低
姿
勢
で
接
待
・
・
と

考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
高
野
山
は
先
手
を
打
っ
て

あ
ら
か
じ
め
回
文
で
釘
を
刺
し
ま

す
。
文
政
三
年
（
１
８
２
０
）
の
二

月
「
荒
所
見
分
」
直
前
に
出
さ
れ
た

回
文
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ま
ふ

う
に
訳
す
と
、

一
今
年
は
二
月
十
六
日
、
見
分
役

奉
行
恵
光
院
と
千
歳
院
が
高
野

を
出
発
し
て
福
田
村
か
ら
調
査

を
は
じ
め
る
か
ら
御
奉
行
の
通

行
に
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
道

路
、
橋
な
ど
整
備
し
、
前
も
っ

て
調
査
箇
所
の
リ
ス
ト
を
宿
舎

へ
提
出
せ
よ
。

こ
こ
ま
で
は
ま
あ
普
通
の
行
政
文
書

で
す
ね
。
つ
ぎ
、

一
ま
か
な
い
の
料
理
は
一
汁
一

菜
と
し
、
余
計
な
メ
ニ
ュ
ー

は
一
切
出
す
な
。

一
調
査
中
の
昼
飯
は
弁
当
と
し
、

現
地
の
農
家
の
勝
手
や
台
所

で
済
ま
す
か
ら
改
ま
っ
た
席

は
設
け
る
な
。
お
供
す
る
村
役

人
も
そ
れ
ぞ
れ
弁
当
を
持
っ

て
こ
い
。

一
奉
行
の
送
迎
案
内
は
庄
屋
と

村
役
人
だ
け
で
よ
い
、
余
分
な

人
手
は
出
す
な
。

一
奉
行
の
宿
舎
へ
村
役
人
が
出

仕
す
る
場
合
で
も
食
事
は
自

前
で
す
る
よ
う
に
。

一
雨
天
で
調
査
出
来
な
い
日
は

や
む
な
く
宿
舎
に
逗
留
す
る

が
、「
見
舞
」
と
称
し
て
庄
屋

な
ど
が
無
用
の
訪
問
を
し
な

い
よ
う
に
。

と
な
か
な
か
具
体
的
な
だ
け
に
、

逆
に
「
雨
の
日
の
お
見
舞
い
」
と

か
当
時
の
村
方
の
接
待
の
手
法
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
も
き
ま
す

ね
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
通
達
が
た

だ
の
「
た
て
ま
え
」
な
の
か
そ
れ

と
も
「
ほ
ん
ね
」
な
の
か
、
は
か

り
か
ね
た
毛
原
の
庄
屋
五
人
が
慶

応
四
年
の
「
毛
見
」
の
折
、
昼
飯

休
憩
の
席
へ
「
菓
子
折
り
」
を
持

参
し
て
一
行
の
ご
機
嫌
伺
い
に
行

き
、
逆
に
役
人
を
怒
ら
せ
て
し
ま

い
、
い
く
ら
謝
っ
て
も
こ
ら
え
て

く
れ
ず
数
ヶ
月
も
の
間
締
め
上
げ

ら
れ
「
途
方
に
く
れ
た
」
と
い
う

記
録
も
あ
り
ま
す
。
お
上
の
言
う

こ
と
を
素
直
に
信
じ
ら
れ
な
い
あ

た
り
に
ご
先
祖
の
苦
労
も
あ
っ
た

よ
う
で
・
・
・
。

荒所見分の心得（文政３年・毛原社寺文書）

　

20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

新
し
い
門
出
を
お
祝
い
し
て
成
人

式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

仲
間
と
再
会
し
、
思
い
出
に
残
る

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

■
期
日　

平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）

■
受
付　

午
後
１
時

■
開
式　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

■
問
合
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
学
事
課

　
（
電
話　

４
８
９―

５
９
１
０
）

町長と記念撮影をする
福西選手（左）
阿部選手（右）

野
上
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
５
回
定
期
演
奏
会
の
ご
案
内

　

９
月
27
日
（
日
）
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
癒
さ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
？
心
地
の
よ
い
ひ

と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
期
日

９
月
27
日
（
日
）　

午
後
２
時
開
演

■
場
所

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル■主な曲目

・吹奏楽のための小狂詩曲
・虹（Aqua Timez）　他
※卒業生との合同ステージもあります。
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学
校
だ
よ
り

天
文
台
だ
よ
り

「
研
修
期
間
を
終
え
る
に
あ

た
っ
て
」

長
期
研
修
者　

吉
田
隆
弘

　

歌
の
小
道

幼
子
を
廻
し
抱
き
し
て
団
扇
風　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

運
命
に
逆
ら
へ
ぬ
ま
ま
芋
の
露　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

立
食
ひ
の
脚
の
並
び
て
夏
暖
簾　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

点
滴
に
通
ふ
毎
日
炎
天
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

夕
涼
み
い
つ
も
来
る
場
所
来
る
時
刻　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

意
に
叛
く
筆
順
多
し
河
童
の
忌　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

青
嶺
ま
で
届
く
母
校
の
応
援
歌　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

勝
つ
て
泣
き
負
け
て
は
泣
き
て
油
照　
　
　
　
　

   

阪
口
早
苗

長
談
義
聞
い
て
鰻
を
貰
ひ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

今
年
又
あ
お
い
の
花
の
開ひ

ら

き
初そ

め

　
　
　

小
さ
き
乍な
が

ら
も
咲
き
登
り
ゆ
く　
　
　
　
　

今
出
瑞
子

何
も
か
も
緑
に
染
む
る
ご
と
き
季と

き節

　
　
　

故
事
の
み
よ
し
の
風
が
匂
ふ
も　
　
　
　

角
谷
と
し
み

緑み
ど
り

深
き
奥
千
本
の
山
路
よ
り

　
　
　

見
下
ろ
す
谷
間
現
世
浄
土　
　
　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

戦
慄
の
走
る
思
い
の
武
具
の
内う

ち

　
　
　

心
捕
え
し
矢
じ
り
の
彫
刻

　
　
　
　
　
　
　
　

（
如
意
輪
寺
）　
　
　
　
　
　
　

河
野
昭
子

急
患
の
緊
張
み
な
ぎ
る
病
廊
に

　
　
　

と
み
に
き
び
し
く
白
衣
行
き
交
う　
　
　

笹
田
美
代
子

道
の
辺へ

に
一
本
咲
き
し
鹿か

の
子
百
合

　
　
　

甘
き
香
り
を
一
人
占
め
す
る　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

山
畑
に
陽
射
し
と
と
も
に
鳴
き
と
よ
む

　
　
　

夏
本
番
を
告
げ
る
く
ま
ぜ
み　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

そ
の
昔
こ
の
世
の
終
わ
り
と
嘆
か
れ
た

　
　
　

太よ

う陽
の
皆か

い

き既
を
と
き
待
ち
わ
び
て
い
る　
　

梶
谷
知
子

｢

お
帰
り｣

と
言
う
如ご
と

吾
の
側
に
来
る

　
　
　

愛
猫｢

太
郎｣

の
ブ
ル
ー
の
ひ
と
み　
　
　

寺
岡
幸
子

大
賑
わ
い
の

　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
野
小

紀
美
野
町
立
野
上
小
学
校

　

天
文
台
で
の
研
修
も
残
す

と
こ
ろ
後
１
ヶ
月
と
な
り
ま

し
た
。
４
月
当
初
は
望
遠
鏡
の

扱
い
方
や
お
客
様
へ
の
応
対

の
仕
方
な
ど
、
覚
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
１
日
が
と
て
も

早
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
初

心
者
の
私
に
台
員
の
皆
様
は

親
身
に
な
っ
て
接
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
今

で
は
あ
の
大
き
な
望
遠
鏡
を

動
か
す
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
し
、
立
体
視

も
自
分
の
目
が
回
ら
ず
に
説

明
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
す
が
、
私
に
と
っ観望会の様子

て
は
大
き
な
自
信
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
食
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々

な
企
画
や
作
業
を
少
な
い
人

数
で
や
り
く
り
し
て
い
る
天

文
台
の
方
々
の
行
動
力
に
驚

き
、
そ
れ
を
温
か
く
支
え
て

い
る
地
域
の
皆
様
の
様
子
に

も
深
い
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

や
っ
と
自
分
の
仕
事
が
軌
道

に
乗
り
始
め
た
こ
ろ
に
研
修

が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
と

て
も
残
念
で
す
が
、
こ
こ
で

の
研
修
で
得
た
も
の
を
こ
れ

か
ら
の
授
業
等
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

半
年
間
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
（
土
）
育
友
会

役
員
・
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
協
力
し
て
、
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま

す
。
人
気
の
た
こ
焼
き
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
等
の
出

店
の
他
に
、
ス
ラ
イ
ム
づ
く

り
や
ぱ
た
ぱ
た
人
形
な
ど
の

工
作
も
加
え
ま
し
た
。
11
時

か
ら
バ
ザ
ー
が
始
ま
り
、
約

30
分
足
ら
ず
で
主
な
品
は
売

り
切
れ
る
繁
盛
ぶ
り
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
例
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
野
上
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
も
あ
り
、
暑

い
日
の
ひ
と
と
き
の
涼
と
な

り
ま
し
た
。

　

野
上
小
学
校
の
児
童
は
も

と
よ
り
地
域
の
方
々
や
保
育

所
の
園
児
や
中
学
生
も
多
数

来
ら
れ
、
和
や
か
な
交
流
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子

７月の消防の動き
●火災発生件数…２件（建物）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 29（２） （　） 29（２）
一 般 負 傷 ５（　） （　） ５（　）
交 通 事 故 ４（　） （　） ４（　）
そ の 他 ５（１） （　） ５（１）
合 計 43（３） （　） 43（３）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

倒
れ
て
い
る
人
を
み
た
ら　

応
急
手
当
の
手
順　

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
用
い
た
救
命
処
置
の
要
領

２　反応がなかったら、大声で
助けを求め、１１９番通報と
ＡＥＤの手配を依頼する

３　気道確保と呼吸の確認

気道確保し、「普段どおりの息」をし
ているかを１０秒以内で確認します。

４　呼吸がなかったら、人工呼
吸を２回行う

１秒かけて、胸の上がりが見える程
度の量を２回吹き込む。
※人工呼吸ができないときは省略できる。

５　人工呼吸が終わったらすぐ
に胸骨圧迫

胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を繰
り返して行います。

強く・速く・絶え間なく 
圧迫解除は胸がしっかり戻るまで！ 

１　肩を叩きながら声をかける６　ＡＥＤが到着したら

まず、電源を入れる。
（ふたを開けると自動的に電源が入る
機種もあります。）

７　電極パッドを胸に貼る

電極パッドを貼る位置は電極
パッドに書かれた絵のとおりに、
また皮膚にしっかりと貼ります。
体が汗などで濡れていたらタオ
ルで拭き取ってください。
小児（1歳～8歳未満）には、小児用パッ
ドを貼ります。
小児用パッドがなければ、やむを得ず成
人用パッドを代用します。
（１歳未満の乳児に対してはＡＥＤは使用
しません。）

８　電気ショックの必要性
をＡＥＤが判断する

心電図解析中は誰も傷病者に
触れてはいけません。

９　ショックボタンを押す

誰も傷病者に触れていないこと
を確認したら、点滅している
ショックボタンを押します。

以後は、ＡＥＤの音声メッセージに従います。
　心肺蘇生とＡＥＤの手順は、救急隊に
引継ぐか、何らか
の応答や目的のあ
る仕草（例えば、
嫌がるなどの体
動）が出現したり、
普段どおりの息が
出現するまで続け
ます。 ショックボタン

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち

の
方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今

年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
下
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の

習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の

前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改

め
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の

団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〝
９
月
９
日
は
救
急
の
日
〞

【
救
急
医
療
週
間

９
月
６
日
〜
９
月
12
日
】

　

突
然
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
、

誰
で
も
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の
は
当

然
で
す
。
し
か
し
、
日
頃
か
ら
応

急
手
当
て
の
知
識
や
技
術
を
身
に

つ
け
、
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
さ
え

あ
れ
ば
人
の
命
を
救
う
た
め
の
手

助
け
は
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と

な
の
で
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
21
年
10
月
４
日
（
日
）

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。も
し

も
の
時
の
為
に
、あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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人の動き

（平成21年７月末現在）
紀美野町面積128.31km2

総人口………… 11,118人
 　男　………… 5,178人
 　女　………… 5,940人
 世帯数………… 4,636世帯

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
２日（水）15:00 ～ おはなし会 文化センター 学事・生涯学習室 495-9055
３日（木）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【13日（日）・27日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
５日（土）
〃　　

13:00 ～
18:30 ～

敬老会（旧野上町地区）
町民癒しのコンサート

中央公民館
中央公民館

保健福祉課
生涯学習課

489-9960
489-5915

６日（日）
〃　　

９:00 ～
13:00 ～

がたろ大作戦
敬老会（旧美里町地区）

下佐々子ども広場
文化センター

生涯学習課
保健福祉課

489-5915
489-9960

７日（月） 移動町長室【24日（木）】 美里支所 総務課
総務・税務室

489-5912
495-3471

８日（火） ９:00 ～ 紀美野町議会（第３回定例会）開会 役場議場 議会事務局 489-5914
11日（金）19:30 ～ ナイター走ろう会 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915
16日（水）

〃　　

13:00 ～

15:00 ～

行政相談【～15:00】

おはなし会

中央公民館・美里支所

中央公民館

総務課
総務・税務室
生涯学習課

489-5912
495-3471
489-5915

18日（金）18:30 ～ NHK公開録音上方演芸会 文化センター 文化センター 495-9055
20日（日）
〃　　

10:00 ～
14:00 ～

WAWフェスタin動物愛護週間【～22日（火）】
星の講演と望遠鏡工作

県動物愛護センター
みさと天文台

県動物愛護センター
みさと天文台

489-6500
498-0305

28日（月）13:30 ～ 高齢者学級 志賀野地区公民館 生涯学習課 489-5915

９月

　子どもたちにとって楽しかった夏休みも終わり、ま
た、きみの夏祭り、夏の高校野球の余韻さめやらぬう
ちに、９月を迎えました。
　なお、この時期夏の疲れがでる頃でもあります。健
康管理には十分注意をしてお過ごしください。過ごし
やすい秋が、すぐそこまで来ています。

編 集 後 記

「がたろ大作戦」に参加しませんか！
１　日　時　９月６日（日）
　　　　　　午前９時～１１時３０分まで
　　　　　　開会式　午前９時～（下佐々こども広場）
２　場　所　次の場所へ集まって下さい。
　■志賀野　中谷モ－タ－ス前
　■吉　野　吉野消防団器具置き場前
　■下佐々　こども広場　　■平・吉見  吉見橋下河原
　■動　木　龍光寺橋詰　　■小畑　さんまい河原

３　そ の 他
①ご参加いただける方は、紀美野町中央公民館（℡
489-5915）へ連絡下さい。

②当日、正午から、下佐々こども広場で焼そばパー
ティーをします。がたろ大作戦に参加してく
れた人は、下佐々こども広場へ来て下さい。

③お問い合わせは、中央公民館まで。
主催　リバーサイドフェスティバル実行委員会
共催　野上のすてきなゴミ仲間
後援　紀美野町　紀美野町教育委員会

和歌山県紀美野町「福井樫山団地」のご案内
　紀美野町土地開発公社では、宅地分譲を行っています。概
要は下記のとおりです。詳しくはホームページをご覧になる
か土地開発公社にお気軽にお問い合わせください。

所 在 地
区 画 数
総 面 積
分 譲 区 画
地 目
用 途 指 定
道 路
交 通

紀美野町福井地内
51区画
１５，３５８㎡
22区画（１９３. ９７㎡～３４６. ２９㎡）
宅 地
都市計画区域外
紀美野町道（幅員１１ｍ、６ｍ）
紀美野町コミュニティバス樫山橋バス停まで
徒歩　約　５分
バス料金　一律２００円
（但し、身体障害者、中学生以下は無料）

福井樫山団地の概要

詳しいことのお問い合わせ

６４０ー１１９２
和歌山県海草郡紀美野町動木２８７番地
073-489-5913
（平日午前８時 30 分～午後５時 15 分）
kikaku@town.kimino.lg.jp
《http://www.town.kimino.wakayama.jp/》

郵便番号
住 所
電 話

メ ー ル
ホームページ

紀美野町土地開発公社（紀美野町役場企画管財課内）

教育施設
町立小川保育所
　コミュニティバスで約　５分　約２．７㎞
町立小川小学校
　コミュニティバスで約　５分　約２．７㎞
町立野上中学校　自転車通学で
　約 15分　約２．３㎞
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ご家族、ご近所お誘いあわせのうえ是非ご来場ください。
※　農産品展示品評会に出展をお願いします。（詳細は後日回覧いたします）
※　団体催しコーナーに出店を希望される団体はお申し込みください。
　　（詳細は後日回覧いたします）
※　紀美野町役場駐車場から文化センター間の送迎バスをご利用頂けます。

お問い合わせ先
紀美野町役場産業課　℡　０７３－４８９－５９０１

日　時　平成２１年１１月２２日（日）午前９時～午後3時
場　所　紀美野町文化センター（木の温もり広場）
主　催　紀美野町農林商工まつり実行委員会
　　　　紀美野柿の市イベント委員会
催　事　・開会セレモニー（表彰等）
　　　　・農産品展示品評会及び公開予約入札
　　　　・団体催しコーナーの設置
　　　　・その他

　紀美野町農林商工振興のため、各種団体の育成強化を図り、地産地消を推進すると共に食
の安全を追求し、町民相互研鑽の場づくりや地域の活性化を促進することを目的として、「心
をひとつに町づくり、活気のある町づくり」をスローガンに、柿のＰＲを目的とした「紀美
野柿の市」と合同で開催します。

第４回紀美野町農林商工まつり＆
紀美野柿の市合同開催について
第４回紀美野町農林商工まつり＆
紀美野柿の市合同開催について
第４回紀美野町農林商工まつり＆
紀美野柿の市合同開催について

第
４
回 
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野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

12
月
20
日
（
日
）
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れ
あ
い
公
園
、
動
物
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ロ
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ン
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０
０
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》
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《
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０
０
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》
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学
４
年
〜
６
年
男
子
、
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部

《
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０
０
ｍ
》
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上
男
子
、
女
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■
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（
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ォ
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ー
マ
ラ
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ン
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０
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５
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高
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〜
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歳
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、
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子
の
部

30
歳
〜
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、
女
子
の
部
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歳
以
上
男
子
、
女
子
の
部

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

８
㎞
ウ
ォ
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ン
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■
参
加
費

小
中
高
校
生
１
０
０
０
円

一
般
・
親
子
ペ
ア
２
５
０
０
円

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
300
円（
年
齢
無
関
係
）

（
野
上
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ブ
会
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及
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間９

月
21
日
（
月
）
〜
30
日
（
水
）

ス
ロ
ー
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ン

〜　

過
信
せ
ず　

若
い
時
と
は

違
い
ま
す　

〜

運
動
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
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ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
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酒
運
転
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７
月
中
旬
か
ら
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月
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旬
に
か
け

て
、
町
内
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育
園
児
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
教
室
が
、
県
警
本
部
安
全

教
育
班
ひ
ま
わ
り
隊
の
協
力
を
得
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開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
自
転
車
に
乗
る
と

き
、
ま
た
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
の

注
意
点
等
を
学
び
、
元
気
よ
く
「
と

び
だ
し
ま
せ
ん
」
と
声
を
張
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上
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て
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ま
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
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通
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運
動

保
育
園
児
交
通
安
全
教
室

を
開
催

保
育
園
児
交
通
安
全
教
室

を
開
催

第４回紀美野ふれあいマラソン大会における出店者募集
　12 月の恒例行事である紀美野ふれあいマラソン大会におい
て紀美野町をより一層 PRし、大会を盛り上げていただける出
店者を募集しています。
■出店募集
出店条件：紀美野町内の社会福祉団体（Ａ）、社会教育団体（Ａ）、
　　　　　地域グループ（Ｂ）
出店費用：（Ａ）無料　　（Ｂ）有料＝ 5,000 円
申込締切：平成 21年 10月 16日（金）
　上記の申込については、所定の用紙に必要事項を記入し申し込ん
でください。用紙は事務局に用意しています。詳しくは事務局へ。

事 務 局：紀美野町教育委員会生涯学習課内　
紀美野ふれあいマラソン大会事務局
℡４８９－５９１５

び
町
内
在
住
の
小
中
学
生
300
円

高
校
生
500
円

一
般
・
親
子
ペ
ア
１
５
０
０
円

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
無
料
）

■
申
込
期
間

９
月
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日
〜
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月
16
日
必
着

■
主
催　

紀
美
野
町

野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
問
合
せ

中
央
公
民
館
内
事
務
局
へ


